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マルチローターによるダイズの病害虫に対する防除効果

は　じ　め　に

これまで，大面積の圃場で効率的な防除を実施するた
めに各種薬剤施用技術が導入されてきた。その一つとし
て有人ヘリコプターを利用した防除方法は，機体の価
格，維持費などの低コスト化，および操作性の簡便さを
図るため，産業用無人ヘリコプター（以下，無人ヘリ）
を利用した防除方法へ転換されてきた（曽根，2022）。
近年は，無人ヘリと比較してさらに安価で様々な利用目
的に合致した無人マルチローター（以下，マルチロー
ター）が各社により開発・販売されており（農林水産省，
2024），農業生産法人や農業生産者が個別に所有するこ
とも可能になっている。特に，水稲栽培においては以前
より無人ヘリの利用率が高かったことから，マルチロー
ター利用への切り替えが進みやすい環境にある。また，
水田転換畑では麦類や豆類を作付けしていることが多い
ため，畑作物においてもマルチローターを積極的に活用
し効率的な防除に取り組まれている。
岩手県でも防除の省力化を目的にマルチローターの導

入事例が増えており，それに伴い生産現場をかかえる指
導機関から防除の適否についての情報提供を要望された
ことから，岩手県農業研究センターで数例の試験を実施
した（岩手県農林水産部，2019；2020）。今回はそれら
の中から，ダイズ紫斑病とマメシンクイガを対象とした
防除試験結果を紹介する。

I　試験で使用したマルチローター機種について

無人ヘリと比較してマルチローターの機体特性を比較
すると，機体価格が安価で機体重量は軽量であり，オペ
レーターの操縦訓練が短期間で済むうえ，自動操縦も可
能で，小回りが利くので小規模面積圃場での利用がしや
すい等のメリットが多い。一方，デメリットとしては散
布資材の積載量が少なく，バッテリー容量に制限されて
飛行時間が短い点が挙げられる（中島，2020）。近年は
無人ヘリの機体数や利用面積，オペレーター数は横ばい
ながら，マルチローターの機体数や利用面積，およびオ
ペレーター人数は増加している（中島，2020）。
今回の試験で使用したマルチローター（図―1）と無人
ヘリ（図―2）の機種の諸元を表―1にまとめた。両機種
ともヤマハ発動機株式会社製で，特にマルチローターに
ついては，散布ノズルの上方に二重反転ローターを採用
し無人ヘリに匹敵する散布品質を目指して開発された。
ローターの回転によって生じるダウンウォッシュ（下方
向へ吹き下ろす気流）が小さい場合，散布薬液は風の 

影響を受けやすく散布ムラが生じやすい（農研機構，
2019 a）。この，ダウンウォッシュは一般に機体重量に
比例して大きくなる。今回検証したマルチローター（ヤ
マハ YMR-08）の重量は，比較した無人ヘリ（ヤマハ
FAZER R）重量の 1/3程度とされ（表―1），ダウンウォ
ッシュは無人ヘリと比較して小さい。

II　 マルチローターを利用したダイズ紫斑病 
に対する防除効果

本県で栽培されているダイズの品種構成は，‘リュウ
ホウ’，‘ナンブシロメ’，‘シュウリュウ’が主流となって
いる。特に試験に供試した ‘リュウホウ’については豆腐
や納豆などの加工原料として安定したニーズがあり，県
内生産量の 6～7割を占めている（岩手県農林水産部，
2024）。農研機構東北農業研究センターで育成されたこ
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